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Emile BOISSONADE DE FONTARABIE:1825.6.7-191O.6.27)は 旧民法のうち財産法部分を起
草した。その旧民法ボワソナード草案の編別構成は，第一編「人 (Despersonnes) J.第二編「財
産 (DesBiens) J.第三編「財産を取得する諸方法 (Desmoyens d'acquerir les biens) J.第四編
「債権の担保又は保証 (Dessuretes ou guaranties des creances) J.第五編「証拠および時効 (Des






1 大久保泰甫『日本近代法の父 ボワソナアドj(岩波新瞥. 1977年)6頁。
2 Gve Boissonade. Projet de Code civilρour I'EmPire du Japon. accompagne d'un commentaire， nouvelle edition， 










































の三種ある。本稿で分析する「裁判外の宣誓」の註釈は， rプロジ、エ第二版j(Gve Boissonade， Projet de Code 
civilρour I'Emtire du jato刀，accomtagne d'un commentaire， deuxieme edition， 5vols， Tokio， 1882-1889.)，お
よび『プロジェ新版~ (Gve Boissonade， Projet de Code civilρour I'Emρire du jato刀，accomtagne d'un com-



























ment suppletoire) Jとよばれる 14。他方で.r裁判外の宣誓 (sermentextrajudiciaire) Jについ
ては，フランス民法は明文で規定していないが，実務慣習上，証拠の一方式として認められてき


































15 M.DURANTON， Traite des Obligations conventionnelles en general， Suivant le Code Civil， 3eed.， t.IV， paris， 
1846， pp.601-604. G.AUBRY et G.RAU， Cours de Droit Civil Francais d'apres la methode de Zacharia， 4'ed.， 
t.VIII， paris， 1879， pp.l81-183. C.DEMOLOMBE， Traite des Contrats ou des obl信ationsconventionnelles en 











































当事者は宣誓をなすとき，①「自らの宗教の神(IaDivinite de son culte) Jを誠実性の証人と




20 Ibid. p.720 
21 Ibid. p.717. 
22 Ibid. pp.725-726. 






























24 Boissonade， projet， nouv.ed.， t.4， 1891， pp.724-725. 
25 Duranton， op目cit目， p.604. Demolombe， op.cit.， p.501. Laurent， op.cit. p.261 
26 Demolombe. op.cit. p.501. 
































29 Duranton. op.cit. pp.602-603. Mourlon. op.cit. p.902. Demolombe. op.cit. pp.501-502.. Laurent. op.cit.pp.263 







































































































































39 r法律取調委員会民法証拠編再調査案議事筆記 第壱巻j(日本学術振興会， 1938年)66-69丁。なお，閲













fices reciproques 41) によって，すでに発生している争訟を終結させ，又は将来発生しうる争訟
を予防する契約である」と定義している 42(草案第757条第l項，旧民法財産取得編第 110条第

















い"ことをこの定義に付け加えることに賛成している」と述べている (Boissonade.projet. nouv.ed.. t.3. livre 
II des moyens d'acquerir les biens. 1891. p.476.)。
なお，ボワソナードは，フランス民法の和解の規定が少なく常に難解なものとされているとして，旧民法草


















あった。梅は，明治 18(1885)年 12月， 25歳のときに留学のため渡仏し，翌日(1886)年か
らリヨン大学で学びはじめた 47。そして，明治22(1889)年7月 11日， リヨン大学にテーズ
(these) 48として {Dela transaction， 10 en droit romain， 20 en dans l'ancien droit francais， 30 en 
droit francais， compare avec le code civil italien et le projet de code civil japonais} (1イタリア





44 Boissonade. projet. nouv目ed.，t.4， 1891. p.726. 
45 Duranton， op.cit.， pp.601-603‘Mourlon， op.cit.， p.902. Demolombe， op.cit.， pp.49-501. Laurent， op.cit.pp.263・264





















着する (termineune contestation) J契約であること，③「互に勘弁を為すことによって (par























54 OUM立KENDJIRO，DE LA TRANSACTION， (these， droit)， paris. 1889， p.l5. 梅謙次郎『日本民法和解論
完.1(攻法会)16頁。


































































































58 Boissonade， projet， nouv.ed.， t.4， 1891， p.46. 
- 270一
一手段とみていたと考えられる。
なお，本稿には残された課題が数多くある。なかでも，裁判外の宣誓の法的性質については，
ボワソナード，当時のフランス学説，そして梅のそれぞれの和解論を精査する必要がある。また，
ボワソナードが裁判外の宣誓を規定した意図をより明らかにするには， rプロジ、ェ』だけではな
く，その他の資料を用いてボワソナードの訴訟法観や日本の慣習に対する理解を検討していくこ
とが求められるであろう。これらの点は，今後の課題としたい。
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